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　巻頭言　Foreword

地域がリードする水素社会
The Importance of Regional Initiatives for Realizing a Hydrogen Society

国立研究開発法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構 
スマートコミュニティ・エネルギーシステム部 
燃料電池・水素室　ストラテジーアーキテクト

大平　英二
Eiji Ohira

Strategy Architect, Fuel Cell and Hydrogen Technology Office,  
Smart Community and Energy Systems Department,  

New Energy and Industrial Technology Development Organization

　水素を取り巻く環境はここ数年で大きく変貌した。世界的な共通課題であるカーボンニュートラルの
実現に向け、水素が重要な役割を果たすことが共通認識となっている。これを進めるため各国で国家と
しての水素戦略の策定が進められており、2017 年 12 月に日本が世界に先駆けて策定した以降、現在ま
でに 25 カ国が策定、さらに 24 カ国が準備中または策定予定となっている。
　この戦略の実現に向け、水素・燃料電池技術の開発、導入のための様々な施策が講じられているが、
その中で製造から利用に至るまで、地域の特性に応じたシステムを構築し、面的に導入を進めようと
いう動きが活発化している。その代表的なものが、欧州が進める Hydrogen Valley である。Hydrogen 
Valley は再エネと中心とした地域資源を活用した水素製造と、地域ニーズに応じた水素利活用を一体
的に実証するプログラムであり、現在では欧州域内で 20 を超えるプロジェクトが進行中である。なお、
この概念を更に推し進め、世界で実施される類似のプロジェクトの情報共有を進める「The Hydrogen 
Valley Platform」も構築されており、日本も含めて 38 件のプロジェクトが登録されている。同様のプ
ログラムはドイツでも実施されている。HyLand と名付けられたこのプログラムでは、地域での利活
用モデルの概念検討を行う HyStarter、詳細な分析を行う HyExperts、実際に機器を導入して有効性
の検証を行う HyPerformer と三段階でのサポートを行っている。また先般米国では、Regional Clean 
Hydrogen Hubs プログラムが立ち上げられ、アメリカ全土に6～ 10 の地域クリーン水素ハブの設立を
念頭に、最大 70 億ドルの資金が投じられることが発表されている。
　一方日本では 2004 年に設立された福岡水素エネルギー戦略会議（現 福岡県水素グリーン成長戦略会
議）を始め、地方自治体が主導する産学官の連携体制が構築され、実証事業のみならず情報発信や人材
育成も含めて進められてきた。近年では広域な水素利活用を進めるためのプラットフォームが中部圏、
関西圏で立ち上がるとともに、将来の水素輸入を見据え、湾岸地域での大規模利用を想定した、カーボ
ンニュートラルポート、カーボンニュートラルコンビナートという新たな概念も提唱されている。
　このように地域を中心に、様々な技術をそのニーズに応じて導入するような取り組みは今後、より重
要性を増してくる。NEDO では「地域水素利活用技術開発」を通じて地域での取り組みをサポートし
てきたが、今後は得られた情報の相互共有の場の構築も含めて、さらなる強化を図っていきたい。
　様々な地域で水素社会をリードする取り組みが立ち上がり、また加速することを期待している。
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（写真提供：㈱豊田自動織機）
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